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令和元年５月 15 日（水）に開催した令和元年度第２回公立大学法人静岡文化芸術大学役員会の結

果は次のとおりである。 

 

１ 議 案  
（１）専任教員の採用について 

ア 趣旨 

事務局から、デザイン学部デザイン学科について２名の教員の採用募集を行う説明があった。 

イ 主な意見・質問 

・要件として「博士の学位あるいはそれと同等の研究業績」としているが、応募の見込みは

あるのか。 

→「博士の学位と同等の実務業績」の項目を入れ、柔軟性を持たせているので問題ないと

考える。 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。  

（２）非常勤講師の委嘱について 

ア 趣旨 

事務局から、今年度からの新カリキュラムにあるデザイン共通科目について企業で活躍して 
いるデザイナーを招き講師とするため、当該委嘱をするものであるという説明があった。 

イ 主な意見・質問 

特になし 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

（３）ダッカ大学との交換留学協定について 

ア 趣旨 

事務局から、ダッカ大学現代言語研究所との交換留学協定を締結する旨の説明があった。 
イ 主な意見・質問 

特になし 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

（４）公立大学法人静岡文化芸術大学の研究活動における不正防止に関する規程の一部改正について 

ア 趣旨 

事務局から、文部科学省が策定したガイドラインに対応するため、研究活動における不正防

止に関する規程を一部改正するという説明があった。 

イ 主な意見・質問 

・文部科学省が各大学の規程をチェックし、改正を行うよう指導を受けたのか。 

 →1月に行われた科研費の実地検査において、研究活動における不正防止に関する本学の

規程について、ガイドラインに対応するよう指導を受けた。 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

（５）受託事業について 

ア 趣旨 

事務局から、県内自治体からの４件の受託事業について説明があった。 

イ 主な意見・質問 

特になし 
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ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

 

 

 

以上 


